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2.災 害 エ ス ノ グ ラ フ ィ ー と イ ン タ

ビュー

林 勲 男*

2.1は じめ に

「調査 な どい らない 。そ れ よ り何 を持 って きて

くれ た のか 」。 あ る被 災地 で 来訪 の趣 旨を説 明 し

た私 に,そ の言葉 が 返 って きた。

大 規模 な 自然 災害 が発生 す れ ば,被 災地 に大 量

に集 まっ て くるの は救 援物 資 とボ ランテ ィア を含

め た支援 者,そ して マ ス コ ミと研 究者 で ある。 上

の 住 民 の 言 葉 は,半 ば 予 想 して い た 反応 で あ っ

た。「住 民 の 視 点」 「被 災者 の視 点 」か らす れ ば,

大学 や研 究機 関 に所 属す る研 究者 が,た とえ地 元

行 政の紹 介 で,あ るい は行 政 の担 当者 と共 に調査

目的で 訪れ た と して も,次 か ら次へ とや って来 る

マ ス コ ミの取 材 とそ う大差 はない 。被 災地 の人 び

とは,繰 り返 され るイ ン タビュ ーや,ア ンケ ー ト

の 同 じような質 問 に辟 易 して い る。

災害被 災 地で の調 査 とい う と,ハ ザ ー ドの大 き

さや建 造物 の被 害状 況 を把 握 す るため の実 地調査

か,被 災者 の生活 へ の影響 を調べ る ア ンケー ト調

査 あ るい は質問 票 に よる面接 調査 を思 い浮 かべ る

人 が大 半で あ ろ う。 しか しそ の一 方で,社 会 現 象
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と して の 災害 実 態 を よ り詳 細 か つ 総体 的 に把 握

し,記 述 す る方法 と しての エス ノ グ ラフ ィーへ の

関心 が高 まってい る。

エ ス ノ グラ フィー を用 いた災 害研 究 には,二 つ

の方 向性 がみ とめ られ る。 一つ は,体 験者(被 災

者 お よ び災 害対 応 者)の 視 点 か ら,災 害 の状 況,

本 人 や周 囲の 人 び との とった判 断や行 動,そ の相

互 関係 な どを詳細 に聞 き取 って記 録 す る こ とで,

災害 過程 の総体 的理 解 を得 よう とす る もの。 もう

一つ は
,や は り体験 者 の視 点 を重視 しなが ら,災

害の 直接 的 ・間接 的影響 や個 人 ・集 団 ・組 織 の対

応 状 況 とその相 互 関係 を数年 あ るい はそ れ以 上 の

長期 に わ た り詳 細 に調 査 し,災 害 発 生 以 前 の社

会 ・文化状 況 に照 ら しあ わせ て,当 該 の 災害 そ の

もの の理解 を深 め よう とす る もので あ る。両 者 と

もに,災 害 とい う非 日常 状況 を,人 び との生 活 の

背 景 となる社 会構 造や価 値体 系 との 関連性 にお い

て捉 え よ う とす る点で は共 通 してお り,災 害 の多

層性 ・複雑 性 を解 明す る こ とで,防 災力 ・減 災力

の増 進 に寄 与 す る もの と考 え られ てい る。

エ ス ノ グラ フィー調査 で は,調 査者 が 一方 的 に

聞 く側 に立つ ので は な く,互 い に影響 しあ う相 互

行 為 関係 に,さ らに は対 象 地域 の社会 関係 に参入

し,そ う した 相 互 行 為 の 結 果 と して,イ ン タ

ビューや観 察 に よる デー タ を収 集 してい く。 した

が って,冒 頭 に紹介 した よ うな反応 は,被 災 後 間

もない調査 地 で は決 して珍 しい もの で はない 。

2.2フ ィール ドワ ーク

2.2.1人 類 学的 フ ィール ドワー ク

社 会 ・文化 人 類 学(以 下,人 類 学)で は,1年

あ るい はそれ 以上 に わた って現 地 に住 み 込 んで の

調査 を行 う。 多 くの場合 が,海 外 の い わゆ る 「異

文化 」で の単独 調査 で ある。「住 み 込 む」とい うこ

とは,そ の土 地 の言語 を習得 し,社 会生 活 に参加

す る こ とが 求 め られ る。社 会 生 活 に参 加 しなが

ら,観 察 や イ ンタ ビュー を主 な手段 と して,「住 民

の視 点か ら(from　 the　native's　point　of　view)」 の

物 事 の見 方や 出来事 の 解釈 の仕 方,さ ま ざまな課

題 解 決 の プ ロ セ ス を理 解 し,そ れ を フ ィ ー ル ド

ノー トに記 録 してい く。そ の フ ィール ワー クで収
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集 した デ ー タを,研 究 テーマ お よび調査 地域 に関

す る先行 研 究 な どの 文献 資料 と総合 させ て書 き上

げるの が民族 誌 す な わちエ ス ノ グラ フィーで あ

る。そ して多 くの人類 学者 は,研 究 テーマ に関 す

る現 象 の変化 と持 続性 を捉 える ため,あ るい は新

たな テーマ を持 っ て,同 じ調査 地 での フィー ル ド

ワー クを断続 的 に継続 してい く。

当 然 の こ と な が ら,こ う し た 長 期 間 に 及 ぶ

フ ィー ル ドワー ク には さ まざ まな困難 が伴 う。 そ

れ らの 問題 を解 決 してい くプロ セスの 中で,対 象

社 会 ・文 化 へ の 理 解 も深 ま っ て い く。 と りわ け

フ ィー ル ドワー クの 初期段 階 で重 要 なの は,研 究

とい う名 目はあ る に して も,フ ィー ル ドワー カー

はその社 会 の住 民か らす れ ば他 所者 の 一人 にす ぎ

ず,こ れか らそ の地域 の こと を学 んで い くとい う

姿勢 で あ る。調査 地 で は,こ の他所 者 に対 して 関

心 を持 つ人 もい れ ば,ま っ た く持 た ない人 もい る

し,警 戒 心 や 猜 疑 心 を持 た れ る こ と も珍 し くな

い 。そ して 人 び との対 応 は,調 査者 との相互 関係

性 に依存 し,変 化 す る もので あ る。

2.2.2量 的調 査 と質的 調査

人類 学 ほ どの長 期 間 に及 ぶ 調 査 は稀 だ と して

も,研 究者 自身 が現 地 に赴い て フ ィール ドワーク

を行 う ことは,す で に社会 科 学の さま ざまな分 野

で行 われ てい る。そ して社 会現 象 に関 す るデ ー タ

収 集法 は,一 般 に量 的調査 と質的調 査 に分 け られ

る。量 的調査 とはデ ー タ を統 計処理 可 能 な形 で 収

集 す る もの で,十 分 な標 本数 の確保 と効率化 を図

るため に ア ンケ ー トを実施 した り,直 接 面接 の 方

法 を採用 す る に して も,あ らか じめ準備 した質 問

リス トに即 した形 での,一 問一 答方 式が基 本 で あ

る。 一 方 の 質 的 調 査 は,参 与 観 察 や 聞 き取 りに

よっ て,個 人 の体 験 や そ の周 囲 の 人 び と との 関

係,体 験 に関 す る考 えや感情 な どについ て も詳細

に記 述 してい くため,短 期 間 に効 率 よ く大量 の標

本 数 を確保 す る こ とはで きない 。

表2-1に 示 す とお り,量 的 調査 と質 的調 査 は,

そ れ ぞ れ に有 用 性 が 異 な る た め,調 査 の 目的 に

よって使 い分 け なけれ ば な らない。 た だ,質 的調

査 の 訓練 プ ログ ラム を確 立 す る ことは難 し く,経

験 の 蓄積,調 査者 の資 質や 能力 に依存 す る部 分が

大 きいた め,検 証 可 能 性 を重 視 す る 「科 学 的 な」

方法 で はない との批 判 も受 けや す い。確 か に,収

集 デー タの質 が調査 者 次第 とい う 「職 人 芸」 に近

い側 面 はあ るが,そ れ は決 して否 定 され るべ き も

ので は な く,社 会現 象 の性 質 に よって は,む しろ

必然 的 な調 査 方 法 で あ る し,調 査 者 の経 験 や 資

質,能 力 が正確 なデ ー タを収 集 す る必要 条件 で あ

る こ とは,量 的調査 の ため の質 問用紙 を作 成 す る

場 合 で も同様 で あろ う。

エ ス ノ グラ フィー は,量 的調 査 を全 く実施 しな

い わけで は ないが,質 的調査 をデ ー タ収 集の 中心

に据 え,行 為 者 の視 点 に立 ち,そ の個 人 が 自 らの

体 験 に基 づい て構築 した現 実(リ ア リテ ィ)の 多

様 性 を,イ ンタビュ ーに よって 具体 的 な事 例 と し

て収 集 し,そ れ ら相 互 の 関係 性 あ るい は個 々の事

例 を成 り立 たせ てい る社 会構 造 や政 治 ・経 済 的状

況,さ らに はそ れ らの歴 史 的経緯 や価 値体 系 な ど

の解 明 と,そ れ らに照 ら した具体 的事 例 の理 解 を

め ざす もので あ る。

表2-1量 的調査 と質的調査の比較(間 淵2006)

質的調査 量的調査

調査 ・分析 の手法 主観的 客観的

調査 ・分析手続 の透 明性 低 高

調査可能な標本数 少量 多量

調査内容の臨機応変度 高 低

調査に必要な能力の修得方法の標準化 困難 容易

調査結果への感情移入 容易 困難

調査結果 か ら母集 団の状況 を推計す ること 不可能 可能
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2.2.3ラ ポ ールの形 成

人類 学 にお ける フ ィール ドワ ークの 先駆者 で あ

るマ リノ フス キー は,フ ィール ドワーク につい て

4つ の基 準 ない し条件 を設 けた。 それ らは,(1)

現 地で の長期 滞在,(2)現 地 語 の習得,(3)現

地社 会 の一 員 と して 受 け入れ られ る こ と,(4)現

地 の人 び と との 間 に信頼 関係(ラ ポ ール)を 築 く

こ と,で あ る(マ リノ フスキ ー1967)。 災害 に関

す る現 地調査 を実施 しよ うとす る研 究 者の ほ とん

どは,異 文化 で の長期 滞在 型 の フ ィール ドワーク

は行 なわ ない と して も,面 会 を重 ね,個 人 の体験

や 見解 につ いて 詳細 に調査 しよう とす る場合,信

頼 関係 の形成 は不 可 欠で あ る。

だが,信 頼 関係 を形成 したか ら とい っ て,必 ず

しも調査 対 象者 の 「本音 」 を引 き出せ る とはか ぎ

らない 。そ もそ も 「本音 を引 き出す」 と考 え る こ

と 自体 が,体 験 のすべ て を言 語化 で きる との誤 っ

た前 提 に立 つ危 険性 を含 んで い る。 ま してや九 死

に一生 を得,今 後 の 生活 に不 安 を抱 い てい る段 階

の被 災 者が,い つ,ど の ような状 況で 自らの体験

を語 り出す ことがで きるか は,か な りの個 人差 が

あ る。 また,確 か に体 験 の語 りには 「本音 」 と呼

べ る もの もあ る ことは事 実で あ るが,語 りとは体

験 その もの とい うよ りも,語 り手 に よる体験 の解

釈 であ り,語 りとい う行為 はか な り状 況 に依 存 し

た,流 動 的 で変化 しやす い もので あ る こと を忘 れ

ては な らないだ ろ う。そ れ は決 して 「建 て前 」 と

か 「嘘 」 とい う もの で はな く,個 人が 自分 の体験

を語 る際の特 徴 と認 識すべ きであ る。

長期 の住 み込 み はせず と も,数 年 あ るい はそ れ

以 上 の 期 間 に わ た っ て被 災 地 の 変 化 を追 う 目的

で,断 続 的 な フ ィール ドワーク を実施 す る研 究 者

は増 えてい る よ うで あ る。そ う した研 究者 は,当

然 の こ となが ら研 究 成果 の現 地へ の還 元が期 待 さ

れ るの と同時 に,調 査 完遂 の 目的 だ けで信頼 関係

を築 くことは難 し く,信 頼 関係 は対 象 地域へ の 参

加 に よっ て形 成 され る社会 関係 に大 きく依存 す る

こ とに気 づ くで あ ろ う。

2.3エ ス ノ グ ラ フ ィ ッ ク ・イ ン タ ビ ュ ー

「エ ス ノ グ ラ フ ィ ー 」と い う 言 葉 は,フ ィ ー ル ド

自然災害研究の方法論

ワ ー ク の結 果 を ま とめ た 報 告 書 とい う意 味 以 外

に,フ ィー ル ドワー ク とい う調査 方 法や その 調査

の作 業 プ ロセ ス 自体 を指 して も用い られ る。 後者

の意 味で用 い る場 合 に も,「グラ フ ィー(-graphy)」

が示 す よ うに,フ ィール ドワーク 中に メモ を とっ

た りフィー ル ドノー トを整理 した りと,書 く行為

あ るい は書 い た ものが 重要視 され てい る ことが わ

か る。 フ ィ ー ル ワ ー ク の 方 法 や,エ ス ノ グ ラ

フ ィー を完成 させ る作 業手順 につ いて は,近 年多

くの 書籍 が 出版 されて い る(例 えば,桜 井,2002;

佐 藤,2002,2008)の で,詳 細 はそ れ らに譲 る と

して,こ こで は私 の経験 に基 づ い て イン タビュ ー

調 査 につ いて 述べ てお きたい。

エ ス ノ グラ フィーで は 当事 者 の視 点 を重視 す る

ため,イ ンタ ビュー に よって収 集 され るデ ー タの

重 要 度が 高い 。 イ ンタ ビュー とい う と,時 問 と場

所 をあ らか じめ設 定 した面接 調査 を思い 浮か べや

すい が,フ ィー ル ドワー ク中,当 事者 か らの 話 を

聞 く機 会 は さ ま ざ まな場 面 で訪 れ る。 もち ろん,

調 査 者 と被 調査 者 の双 方 に とっての 限 られ た時 間

や質 問 内容 を考慮 して,面 接 調査 を設定 す る こと

は 時 に は必 要 で あ るが,そ う した フ ォー マ ル な

セ ッテ ィ ング とは別 に,前 もって考 えて い た質 問

で はな く,シ チ ュエ ーシ ョンに応 じて必 要 な情報

を尋 ね る ことは よ くあ る。

す で に述べ た よ うに,エ ス ノグ ラ フィーの た め

の フ ィール ドワ ー クで は,調 査 地の社 会 関係 に参

加 す る こ と も必要 であ り,イ ン フォーマ ル な場面

で言 葉 を交 わす機 会 も多 い。調 査 テーマ に とっ て

必要 な情報 とは何 か,そ れはい つ,ど の ような場

面で 誰 に質問 す るのが 適切 か,な ど を常 に意 識す

べ きで ある。 言 いか えれ ば イ ンフ ォーマ ルな場

面で 観察 した ことや質 問へ の答 え,面 接 調査 で の

質問 に対 す る答 えの 中か ら,新 た な 「意 味の あ る

問い 」 を発 見 してい くことが重 要 だ と言 え る。

イ ンフ ォーマ ル ・イ ンタ ビューで は,そ の 内容

をそ の場 で レコー ダーや メモ な どに残 す ことはせ

ず に,後 で忘 れ ない うち にメモ を取 って お き,さ

らにそ のメモ を参 考 に しなが ら,記 憶 が鮮 明 な う

ち に そ の 時 の状 況 と答 え方 な どの情 報 も含 め て

フ ィー ル ドノー トに記録 してお く。 た だ,時 に は
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調査 モ ー ドをオフ と し,調 査 地域 の人 た ち との 親

交 を深 め る こと も必 要で あ る。酒 の席 で重 要 と思

われ る情 報 を得 る こ とは よ くあ る ことだが,な ん

とか メモ に記 録 した もの の,翌 日に なっ て,な ぜ

そ の情報 を重 要 と考 え たのか が わか らな くな って

しまってい る こ とも時 にはあ る。

エス ノ グ ラフ ィー調査 の特徴 の 一つ は,調 査 地

で 得 た 新 た な デ ー タか ら調 査 の 焦 点 を絞 っ て い

き,仮 説 を組 み 立て,そ の検 証 に必 要 となるデ ー

タ を収 集す るの に,誰 に,ど の よ うな設定 で イ ン

タ ビュー を した らよいか を調 査 中に常 に考 え る こ

とであ る。 その ため に は,イ ンフ ォーマ ルお よび

フ ォー マ ルな イ ンタ ビューで得 た情 報 を こ まめ に

メモ し,そ の メモ を もとに して,そ の 日の うちに

フ ィー ル ドノー トを まとめ る作 業 をす る こ とで あ

る。 フ ィール ドノ ー トは,デ ー タ を得 た状 況や他

の デー タとの関係 性,新 た に発 見 した問い,仮 説

な ど も同 じノー トに記述 して おい た ほ うが,後 で

読 み返 した時,と くにエ ス ノグ ラ フィー を まとめ

る際 に役 立 つ。

収 集 したデー タを総合 し仮 説 を構 成 し,そ れ を

検証 す る ための 質問 を練 る こ とが 質問 の構造 化 で

あ り,仮 説検 証 の質 問の場 と しては,調 査者 と被

調査 者 の役割 が 明確 な フ ォーマ ル ・イ ンタ ビュー

の設 定 が適切 で あ る。佐藤 は フィー ル ドワー クに

お け る さま ざまな イ ンタ ビュー につい て,簡 潔 な

図 に整理 してい る(図2-1)。

面 接調 査 あ るい は フォーマ ル ・イ ン タビュ ーに

つい て は,社 会調査 に関す る多 くの 本 にその 方法

が書 か れ て い る の で,そ れ らを参 考 に して欲 し

い。 災害調 査 に 限 らず ,フ ィール ドワーク と りわ

けエ ス ノグ ラ フィー調査 で は,イ ン フォーマ ル ・

イ ン タビュ ー とフ ォーマ ル ・イ ンタ ビューの 両方

を,デ ー タ収 集 の進 展 に応 じて 適切 に組 み合 わせ

てい くこ とが 必要 であ る。

2.4災 害 エス ノグ ラ フィー

「は じめ に」 で,災 害 研 究 にお け るエ ス ノ グ ラ

フィー には二 つ の方向性 が あ る と指摘 した。 一つ

は,災 害発 生 直後 か ら復 旧 ・復興 期 にか け ての災

害過 程 に焦点 をあて た もので,災 害 の現場 に居合

わせ た被 災者 や 災 害 対 応 者 に 直接 イ ンタ ビ ュ ー

し,彼 らの視 点か ら災 害像 を描 くもので あ る。 日

本 で は阪 神淡 路大震 災 に 関す る研 究 にお い て,研

究者 個 人の資 質や 能力へ の依 存 部分 が大 きい とい

うエ ス ノ グラ フィーの 特質 を乗 り越 え るため,イ

ンタ ビュー とデ ー タの体 系化 の ため の標準 的 手法

の 開発 も試 み られ(林 ・重 川,1997;田 中 ・林,

1998;田 中 ・林 ・重 川 ・浦 田 ・亀 田,2000・2001),

他 の 災害へ の応 用 も行 わ れてい る(田 中 ・重 川;

2002)。 これ らの研 究 は,調 査対 象 者 が 語 っ た 内

容 を,現 実 に起 きた 出来事 の断 片的 な体験 の 語 り

と して扱 い,そ れ らを集め て体系 化 す る ことで災

害 過程 の全 体 像 を再 構 成 し よ う とす る もの で あ

る。 そ の一方 で,調 査対 象者 自身 に よる体 験 の解

釈 や そ の解 釈 に基 づ く語 りの内 容や語 り方 は,災

図2-1様 々 な タイ プ の イ ン タ ビュ ー(佐 藤2002)
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害 体験 の み に よ って形 づ け られ る もの で はな く,

そ れ までの 人生経 験 が大 き く影響 して い るわ けで

あ り,語 り手の 人生経 験 とい うコ ンテク ス トに照

ら した,語 りの テ キス ト分 析 の可 能性 が 開けて く

る事 実 を見逃 して はな らない 。

もう一つ の方 向性 と して,体 験 者の視 点 に立 ち,

災害 の様相 を長期 にわた り調 査 し,そ れ を現 出 させ

た地域社 会の特徴 を,社 会 ・経 済 ・政治等 における

人 間活動 を とお して構築 された もの と して,そ の総

体 を共 時的のみ ならず通時 的に解明 しよう とす るエ

ス ノ グ ラ フ ィ ー も書 か れ て い る(Oliver-Smith

1986;Bolin,R.andL.Stanford1998な ど)。 例 え

ば,エ スニ シ テ ィ ・ジ ェ ンダー ・宗 教 ・年齢 ・貧

富 な どの差異 が,救 援 物 資の 配給 や生 活再建 支援

策 の適用 におい て何 らか の フ ァク ター と して働 い

たか ど うか の状 況把握 は,詳 細 な具 体 的 デー タの

収 集 を必要 とす る。 こられの ファ クターが 当該 地

域 での 災害 に対 す る社 会 的脆 弱性 を構 成す る要 素

と して いか に再生 産 され るか は,日 常 生活 にお け

る人 び との活 動 に まで注 目す る こ とが不 可 欠で あ

る。そ れ は脆 弱性 の再 生 産や,そ の プロ セスの 背

景 とな る価 値 観 や社 会 ・経 済 ・政 治構 造 の 同定,

さ らには対 策 を要す る課題 な どを明確 化す る こ と

に も連 な ってい る。

人類 学 や 社 会 学 が こ れ まで 洗 練 させ て きた,

ブ イー ル ドワー クや エス ノ グラ フ ィーの方 法 ・課

題 ・可 能性 につ いて の議論 を踏 まえ ない と,単 に

現 地 に赴 き,災 害体験 を直接 聞 き取 り,そ れ らを

統合 す る研 究者 に よる別 の語 りを編 集 した もの と

しての エス ノ グラ フ ィーの量 産 にのみ 向か って し

ま う危 険性 があ る こ とは留 意 すべ きで あ ろ う。特

定 の被 災地 の災 害 プロ セス に現 れ る特徴 は,災 害

発生 以前 の社 会 ・文化 状況 の 反映 であ り,災 害 後

の状 況 だ けで は捉 え きれ ない場 合 が ほ とん どで あ

る。エ ス ノグ ラフ ィー は被 災 地の 長期 調査 を必 要

とす るが,災 害後 だけで な く,災 害以 前の その 地

域社 会 の歴 史状 況 を も視 野 に収 め る こ とが不 可 欠

で あ る。

2.5お わ りに

質的調 査 は経験 の 蓄積,調 査 者 の資 質や 能力 に

自然災害研究の方法論

依 存 す る部分 が大 き く,訓 練 プロ グ ラム を確 立す

る こ とは難 しい と先 に述べ たが,「 職 人」 と同様,

エ ス ノ グラ フ ァー を育 成 す る こ とは可 能 で あ る。

その た めに は,教 科 書 や講 義 に加 え,フ ィール ド

ワ ーク の実習 が不 可欠 で ある。 しか し,災 害研 究

だか らとい って,被 災 地で い きな り実習 とい うの

で は,調 査 す る側 と受 け入 れ る側 の 双方 に とっ て

戸 惑 いが大 きす ぎるで あ ろ う。 そ こで災 害か らす

で に長 い年月 が経 過 して いる地域 か,住 民 に よる

自主 防災 活動 が盛 ん な地域 を選択 し,そ の地 域 の

住 民 理解 を得 た うえで,ま ず は住 民 自身 が重 要 と

考 えて いる課 題 を発 見 し,フ ィー ル ドワー ク を開

始 す るの は,そ う無 理 な こ とで は ない で あ ろ う。

人類 学や社 会 学で は,調 査 実習 が カ リキュ ラム に

組 み 込 まれ てい るケ ースが 多い 。 災害 をテ ーマ と

した もので な くと も,そ う した実習 に参加 す る こ

とで も多 くを学ぶ ことがで きる。

さ ら に は,フ ィー ル ド ワ ー クや エ ス ノ グ ラ

フ ィー を重 視 す る人類 学や社 会 学の研 究者 との共

同研 究や 共 同調査 を通 じて,エ ス ノ グラ ファー の

育成 ・訓練 プロ グ ラムの 開発 が 求め られ る。 もは

や人類 学 はい わ ゆる「未 開社 会」を選 定 して フ ィー

ル ドワー クをお こな う学問 で はな く,開 発途 上 国

の一 地域 を調査 地 と して いて も,グ ロ ーバ リゼ ー

シ ョンのなか で 人び とが対 峙 してい る現 実(リ ア

リテ ィ)を 把 握 しよう と してい る。 た とえ ば,国

内で も開発 プロ ジェ ク トの現 場 をフ ィール ドと し

たエ ス ノ グラ フィー も出版 され(小 國,2003;石

井,2007な ど),激 動 す る現 代世 界 に暮 らす 人 び

とが抱 える問 題 に取 り組 んでい く実践 人類 学(an-

thropologyinaction)も 生 まれ て いる。

自然災 害の社 会 的影響 や その様 相 を決 定す る社

会的 ・歴 史的 要 因の解 明 は,詳 細 な調 査 デ ー タの

統 合 ・分析 に よって可 能 とな る。人類 学 か ら生 ま

れ たエ ス ノグ ラフ ィーは,同 じフィー ル ド ・サ イ

エ ンス と しての 災害 ・防 災研 究 にお いて も,高 い

利用価 値 を持 つ もの と確 信 す る。
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